
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～常呂と自分の将来を語る～  

 

 

 

 

 

 

 

2023 年度  

北海道常呂高等学校３学年 

総合的な探究の時間 



＜ は じ め に ＞  

常 呂 高 校 で は 、 総 合 的 な 探 究 の 時 間 を T P（ T o k o r o  P r o j e c t）

と 名 付 け 、 地 域 に つ い て の 探 究 学 習 を す す め て い ま す 。  

こ れ ま で 、 提 言 発 表 会 に 向 け て 、 1 人 1 人 が 郷 土 の 活 性 化 や 発 展

に つ い て 真 剣 に 考 え 、 取 り 組 ん で き ま し た 。 こ の 提 言 を 通 し 、

こ れ か ら も 地 域 を 思 い 、 考 え 、 行 動 で き る 人 に な る た め の 一 歩

と し た い と 考 え て い ま す 。  

 

 

 

＜ 目 次 ＞  
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1 0 0 年 記 念 広 場 周 辺 再 開 発 チ ー ム  

「 人 が あ つ ま る T O K O R O へ 」・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ P 1 0～ P 1 3  

 

ゼ ロ カ ー ボ ン 推 進 チ ー ム  

「 T O K O R O の 未 来 を 共 に 考 え た い 」・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ P 1 4～ P 1 6  

 

 

 

 



＜ 探 究 チ ャ レ ン ジ 北 海 道 へ の 挑 戦 （ １ ・ ２ 年 時 の 成 果 発 表 ＞  

探 究 活 動 が 評 価 さ れ 、 オ ホ ー ツ ク 大 会 を 勝 ち 上 が り 、 北 海 道 大

会 で T o k o r o  P r o j e c t を 発 表 し ま し た 。  
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これまでの道のり  

○ １ 年 次 地 域 学 習 、 ２ 年 次 職 場 体 験 等  

○ ２ 年 次 ３ 月 ～ ３ 年 次 ４ 月 企 画 ス タ ー ト  

産 業 や 流 通 、 販 売 な ど の 社 会 の 仕 組 み を 学 び 、 新 た な 名 物 づ く り を 目 標 に 、 常

呂 の 未 来 を 考 え た い 。 そ の た め に 地 元 企 業 の 協 力 を あ お ぎ 、 地 元 の 特 産 品 を 使 っ

た 新 た な 名 物 商 品 を 開 発 し た い と 考 え る 。  

○ ３ 年 次  

４ 月  

・ 株 式 会 社 し ん や 様 、  

北 海 道 オ ホ ー ツ ク 圏 地 域 食 品 加 工 セ ン タ ー 様 へ 協 力 依 頼 及 び ミ ー テ ィ ン グ 。  

常 呂 町 の ホ タ テ は 全 国 的 に も 認 知 さ れ 、 新 鮮 で 大 粒 な お い し い ホ タ テ を 求

め て 観 光 に 来 る 方 が 多 く い ま す 。 ま た 、 ホ タ テ を 使 っ た 加 工 品 も た く さ ん 販 売

さ れ 、 中 で も 株 式 会 社 し ん や さ ん の 薫 油 漬 け は と て も 人 気 が あ り ま す 。  

そ の し ん や さ ん で 販 売 さ れ て い る 「 ホ タ テ 塩 」 は 万 能 調 味 料 と し て 多 彩 な ア

レ ン ジ が き く 商 品 で あ り 、 そ れ を い か し た 新 た な 商 品 づ く り が で き る の で は な

い か と 考 え ま し た 。  

さ ら に 常 呂 町 に は ホ タ テ 以 外 に も 海 産 物 で は 牡 蠣 や 毛 蟹 、 鮭 、 農 産 物 で は

玉 葱 や じ ゃ が い も 、 ビ ー ト な ど た く さ ん の 特 産 品 が あ り ま す 。  

そ こ で 私 た ち は 、 新 商 品 づ く り に 向 け た ア イ デ ィ ア を 出 し 合 い ま し た 。  

 

  

 

 

 

 

 

 

『新たな TOKORO の名物を作りたい』 



そこで私たちは  

ア ン ケ ー ト 結 果 と ミ ー テ ィ ン グ を 行 っ た 結 果 、 誰 に で も 親 し ま れ 、 手 軽 に 使

う こ と が で き る パ ス タ ソ ー ス を 作 り た い と 考 え ま し た 。  

そ こ で 、 私 た ち は 新 た な 町 の 特 産 で あ る 「 と こ ろ ピ ン ク に ん に く 」 に 注 目 し

ま し た 。 ホ タ テ を 使 っ た 加 工 品 は 数 多 く あ り ま す が 、 そ こ に と こ ろ ピ ン ク に ん

に く を キ ャ ス テ ィ ン グ す る こ と で 「 常 呂 」 に 特 化 し た 商 品 に し た い と 考 え ま し

た 。 私 た ち が 進 学 や 就 職 で 一 旦 町 を 離 れ て も 食 べ る だ け で 故 郷 を 感 じ ら れ る よ

う な ♪  

「 ホ タ テ 塩 」 ×「 と こ ろ ピ ン ク に ん に く 」 ＝ ？  

私 た ち の 答 え は 常 呂 で し か 作 る こ と が で き な い  

「 パ ス タ ソ ー ス 」 で し た 。 ホ タ テ と ピ ン ク に ん に く の マ ッ チ ン グ は 最 高 で 、

試 作 、 試 食 段 階 で は 絶 賛 の 声 が 止 ま り ま せ ん で し た 。 ま た 、 多 様 な 生 活 ス タ イ

ル が 多 い 現 代 社 会 の 特 徴 を 考

え 、 手 軽 に 作 り や す い レ ト ル ト

タ イ プ の パ ス タ ソ ー ス に す る と

よ い と 考 え て い ま す 。  

地 域 の 高 校 生 と し て 、 将 来 の

地 域 の 担 い 手 と し て 情 報 発 信 や 産 業 の 拡 大 の 力 と と な り 、 さ ら に 常 呂 町 の 知 名

度 を 広 め 、 町 を 活 性 化 さ せ て い く 活 動 に つ な が れ ば と 考 え て い ま す 。  

 

商品説明（コンセプト等）  

常 呂 町 の ホ タ テ を 使 っ た ホ タ テ 塩 と に

ん に く か ら で き る パ ス タ ソ ー ス 。 ピ ン ク

に ん に く の い い 香 り と ホ タ テ 塩 の 相 性 が

抜 群 で 、 や み つ き に な り ま す 。 ホ タ テ の

稚 貝 と に ん に く チ ッ プ を 加 え 、 ト ッ ピ ン

グ に ホ タ テ 塩 を 添 え る こ と で 、  
ｱｰﾘｵ・ ﾎｰﾀﾃ・ ｳｰﾏﾏ・ ﾄｺﾛﾝﾁｰﾉｿｰｽ♪  



追 い 「 ホ タ テ 塩 」 が う ま み を ア ッ プ さ せ ま す 。 極 め つ け は 、 常 呂 町 の 小 麦

を 使 っ た パ ス タ と 合 わ せ る と “常 呂 ”を 口 い っ ぱ い に 感 じ ら れ ま す 。  

＜ 材 料 ＞  

・ パ ス タ  

・ オ リ ー ブ オ イ ル  

・ と こ ろ ピ ン ク に ん に く  

・ ホ タ テ 塩  

・ ホ タ テ の 稚 貝 （ ボ イ ル 済 ）  

・ パ セ リ  

今後の展望  

地 域 の 特 産 品 や 加 工 品 が ど の よ う に 流 通 し て い く の か 知 る た め に 、 実 際 に 直 接 販

売 を 行 い た い 。 ま た 、 全 国 各 地 や 世 界 に “常 呂 ”を P R す る た め の 方 法 を 考 え る 。  

協力者  

「 株 式 会 社 し ん や 」 様 北 海 道 北 見 市 常 呂 町 字 常 呂 45― 6  

T E L : 0 1 5 2 ( 5 4 ) 2 1 8 1  /  F A X : 0 1 5 2 ( 5 4 ) 2 1 8 4  

「 北 海 道 オ ホ ー ツ ク 圏 地 域 食 品 加 工 セ ン タ ー 」 様 北 海 道 北 見 市 大 正 3 5 3－ 1 9  

T E L : 0 1 5 7－ 3 6－ 0 6 8 0  

＜ 作 り 方 ＞  

①  ス ラ イ ス し た に ん に く を オ リ ー ブ オ イ ル で 炒 め る 。  

②  茹 で た パ ス タ と ① を 絡 め 、 稚 貝 と ホ タ テ 塩 を 加 え

る 。  

③  パ セ リ と 最 後 に ホ タ テ 塩 を ト ッ ピ ン グ し て で き あ が

り 。  



商品開発チームの 

ホタテ旨塩を使った

メニュー紹介  

 

パスタソースだけでなく、活動の中で出た

様々なアイディアを紹介します♪  

 

 

 

 

 

 

 



ホタテ塩昆布 

材料   

・昆布     50ｇ         

調味料               仕上げ用             

・砂糖     大さじ 1  ・きび砂糖    小さじ 1 

・みりん     大さじ 1    ・ホタテ塩    小さじ 1/3 

・酢      大さじ 1/2 

・しょうゆ    大さじ 1 

・水      150 ㏄          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作り方 

1 .昆布は食べやすい大きさに細切りにします。  

2 .鍋に調味料を入れて混ぜる。昆布を加えてさっと混ぜ中火で熱し、

ときどき混ぜながら水分がなくなるまで煮て冷まします。  

3 .天板にクッキングシートを敷き、昆布を広げる。予熱なしで 100℃

のオーブンで 25 分～ 30 分ほど加熱して冷まし、ほぐす。  

4 .ポリ袋に入れ、きび砂糖、ホタテ塩を加えてまぶす。  

材料 

 ホタテ塩                  

 オホーツクの牛乳を使ったソフトクリーム   

作り方  

  

 １．オホーツク海を頭の中でイメージする  

 

 ２．ソフトクリームに、ホタテ塩をかける  

 

 ３ ． 清々しい気持ちで味わう  

ソフタホテーム 

 



ホ タ テ 塩 バ ウ ム ク ー ヘ ン 
 

 

 

材料 （２～３人分） 

・砂糖    ２５ｇ                  

・無塩バター  ２０ｇ  

・はちみつ   大さじ１／２杯            

・バニラオイル   適量  

・牛乳    １００ｃｃ                 

・サラダ油   大さじ１杯  

・卵     １個                    

・ホタテ塩     少々  

・ホットケーキミックス   １００ｇ  

 

  

作り方  

準備．アルミホイルで芯を作っておく。  

１．ボウルに砂糖、はちみつ、溶き卵、牛乳を加えてよく混ぜ合わせます。

ホットケーキミックスを加えて粉気がなくなるまで混ぜ合わせて溶かし

バター、バニラオイルを加えて混ぜます。  

２．卵焼き器にサラダ油を引き中火で熱しペーパーで油を拭き取ります。  

３．弱火にして生地をおたま１杯ほど入れて全体に広げ、アルミホイルの

芯を卵焼き器の奥におきます。生地がふつふつしてきたら奥から手前に

転がします。火加減は調節してください。  

４．生地を卵焼き器の奥に移動させ、再度サラダ油を塗り生地を流し広げ

ます。３と同じように巻き、この作業を生地がなくなるまで繰り返しま

す。  

５．まな板にのせてアルミホイルの芯を抜き、お好みの厚さに切ります。  

６．ホタテ塩をかけ、オーブントースターで２分３０秒～３分００秒焼い

て完成です。  



ＹＥＰ！ＳＣＡＬＬＯＰＳ！ＰＯＰ！ポップコーン 

～ホタテ塩味～

 

〇材料  

 

・ポップコーンの種・・・５０ｇ  

・ホタテ塩・・・小さじ２  

・油  

 

 

 

〇作り方  

 

①フライパンにオイルを入れ、コーンを一粒入れて強火にかける。  

 

②そのコーンが、弾けたら残りのポップコーンを一気に入れる。  

 

③７割くらい弾けたところで火を消し、蓋を閉めて２～３分待つ。  

 

④落ち着いたら、ホタテ塩・オリーブオイルなどを混ぜできあがり  

 

 

 

 

 

 



新たな TOKORO の 

名物を作りたい♪ 

 
• お祭りやイベントで自ら提供  

• 飲食店やホテルとタイアップし、

企画商品として販売！  



   

 

   

 

人が集まる

TOKORO 
メンバー 秋山義宗 小原拓真 白畑桃希 

 

目標 
 

百年広場周辺の再開発 

〜泊まる人にあわせる宿泊施設〜 
 

 

現状 
・常呂で合宿できる施設が少ない 

・観光客等の外部からの人の往来が少ない 

・うまく活用できていない施設が存在する（旧カーリングホール等） 

・百年広場周辺は運動できる施設や広い土地が多く存在する 

 

 

課題 
・新たに建てる場合の財源・土地面での不安 

・既存の建物を改修した場合の耐震面での不安 

・外部から人を呼び込む際のターゲット層の設定 

・うまく活用できていない施設・土地の活用方法 

 



   

 

   

 

★提言★ 
・「合宿」を主なターゲットにして外部から人を呼び込む。 

（合宿種目例） 

 アドヴィックス常呂カーリングホール⇒カーリング 

 野球場⇒野球   芝生⇒サッカー  高校グラウンド⇒ラグビー、陸上 

 百年記念広場⇒吹奏楽、マーチング  スポーツセンター⇒球技全般 

・活用できていない施設を宿泊施設としてリノベーションして再利用。 

（施設例） 

 旧カーリングホール⇒多様なニーズにこたえた宿泊施設へ 

 旧常呂幼稚園⇒大人数の格安合宿スタイル 

 常呂高校⇒セミナーハウスを新たに建設、合宿場所としてだけでなく町外

からの入学生の学生寮としても利用 

 

施設図案（旧カーリングホール利用） 

・1階 

 

 

 

 

 

・2 階 
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・大浴場（スケート場に建設） 

 

 

 

 

 

 

・コテージ（スケート場に設置） 
 

 

 

 

 

 

 

参考：妹背牛町観光情報 

https://www.town.moseushi.hokkaido.jp/kankou/sightseeing/Cottage.html 
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https://www.town.moseushi.hokkaido.jp/kankou/sightseeing/Cottage.html


   

 

   

 

ポイント 
・空港（女満別空港）が近くにあり、冷涼な気候のため、道外からの夏場の

合宿先として最適である。 

・食事に常呂町の特産品を提供 

・常呂町のカーリングの歴史を学べるフォトスポット＆キッズスペースの設置 

 ↳旧カーリングホールの存在を無下にしない工夫 

・利用者に合わせて宿泊部屋を設定可能 

 （ベッド or 布団 or 寝袋・テント or 個室 or コテージ・etc） 

・周辺に体育館や野球場、カーリングホールがあり徒歩で移動可能 

・人工芝を採用することで子供連れでも安全に過ごすことが可能 

・周辺に広い駐車場が多数 

 

メリット 
・広い土地で運動や演奏を行いたい人たちを招ける 

・夏でも他の地域に比べて涼しいことから避暑地としても招ける 

・「大浴場」にサウナ等もあるため地元の人も招ける 

・常呂町の魅力がまた 1つ増える 

・地域の直接的な活性化につながる 

 

デメリット 
・宿泊数を多く確保できない 

・一般的な宿泊施設と比べると簡易的 

・多額の費用が必要（推測） 

・従来の町の雰囲気や治安が損なわれる可能性がある 

 

まとめ 
常呂町をより良い町にするために百年広場周辺で今回のリノベーション案

を基点とした再開発を行う。初めにカーリングを広告塔とし町外からの選手

やファンの往来が増加することによる、宿泊施設の利用を経たカーリングや

その他の文化の保持、増進を図る。 

再開発の最終的なゴールは、常呂町民や町外からの観光客、すべての人が

魅力的に感じる常呂町の形成だ。 



TOKORO の未来を共に

考えよう 

藤田紗羅  土本美空  澤向舞佳  

テーマ  

ゼロカーボンを若い世代に知ってもらう 

ゼロカーボンとは 

二酸化炭素をはじめとする温室効果ガス（カーボン）の「排出

量」から、植林、森林管理などによる「吸収量」を差し引いて、

排出量の合計を実質的ゼロにすることを意味します。  

国は、「２０２５年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロ

にする、すなわち２０５０年カーボンニュートラル」を宣言し、

その実現に向けて、２０３０年度までに、温室効果ガスの排出

量を 46％削減（２０１３年度比）することを目標としています  

 

 

 

 

 

 

 



現状 

ゼロカーボン、カーボンニュートラル、脱炭素という言葉の認

知度調査の結果が下になります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 第 1 回道民意識アンケート調査結果調べ」  

⇒調査結果では若い世代の、約半数があまり知らないことが分

かりました。  

 

解決策（提言）  

ゼロカーボンの取り組みを若い世代（特に交流のある小学生）

に知ってもらうために分かりやすく紙芝居を作ることにしまし

た！！  

その紙芝居を、私たちが行っている児童館でのボランティア「き

らきらぼし」での読み聞かせで使用し、常呂の未来を共に考え

るきっかけとしたい。  

 

 

 



 

紙芝居の内容  

ゼロカーボンアクション３０を参考に常呂の未来を考えるよう

な内容にする。  

「２０ X X 年の常呂」  

暑がっている人、木、煙が出ている工場、元気な太陽が描かれ

ていて工場からでている煙や地球温暖化のせいで気温が上がっ

て暑くなっている。  

そこに博士が出てきて博士による解説が始まる。  

解決方法と解決した未来  

常呂に関すること（ホタテが取れなくなるなど漁業や農業につ

いてのこと）を書きより現実的にする。  

わかりやすくまとめ、みんなに知ってもらう。  

 

 

 


